











「ノンリニア編集」の 2 つある。リニア編集は、簡単にいうとビデオテープデッキを 2 台でダビン
グを繰り返して動画を編集する。しかし、安価な VHS ビデオデッキではフレーム単位の正確な位
置からの編集は難しく、且つ画質の劣化もあり、業務用の高価な機器でシンクロさせて編集するし
かなかった。今日ノンリニア編集が可能になった要因は、まず DV カメラ(以後 DV デッキを含む)
の出現で、これまで DTV(DeskTop Video)の一番の問題で、あった映像のデジタル化をカメラ本体で
実現していることにある 。 つまり、 DV カメラで撮影した時点で映像はデジタノレで収録され、その
映像は PC に簡単に取り込め、フレーム単位での編集が素人でも行えるようになった。
研修で使った機材は、 SONY 製の DV カメラ DCR-TRV9、 Canopus 製の DV キヤプチャカード
DVRaptor、自作の PC 及び DTV ソフトは AdobePremiere 6 (Premiere と略記)と AdobeAfter 




ァイノレj →「新規プロジェクト」を選択、「プロジェクト設定を読み込みJ 画面(図 1 )で作成する
ム}ピーのプロジェクト設定をプリセットの中から選択するか、「カスタム」で新しくプロジェクト
設定を作成し、プロジェクト設定を行う。プロジェクト設定では、これから編集するビデオの時間
表示の仕方、映像のサイズ、圧縮方法や音質などを設定する 。 DV キャプチャカードに RV Raptor 
を使用しているので「使用可能なプリセット」は rDVRaptor NTSC J を選択する。 ここで、 NTSC
??内，J
とは、米国のテレビジョンシステム委員会 (National
Television System Committee) 、で作られた方式で、
過去のモノクロ映像信号と互換性を保ちながら、カラ
ー信号を重ねてカラー映像を実現したものである。 1
フレーム 525 本、 1 フィールド 262.5 本の走査線で厳
密に言うと 29.97 フレーム/秒の画像となっている。
主に、米国、カナダ、日本等で採用されている。なお、











目的に開発された方式で Phase Alternation ByLine 蹴繍糊?抑制判的知判例 i 
(走査線ごとに位相を反転する意味)の頭文字である。 図 1 プロジヱクトの作成





オ素材をキャプチャするには、コンピュータと DV カメラを IEEE1394 インターフェースで接続し、
映像と音声を同時にコンピュータに簡単に転送することができる。また Premiere を使用して DV
カメラを操作することができる。映像をキャプチャするには、まず「ファイル」→「キャプチヤ j















を入力する。図 2 の左下にあるデ、パイスコントロールを使用して、接続されている DV カメラの再
生、録画、停止、早送り、巻き戻しなどの操作を制御することができる。キャプチャされた映像素










































する。 トランジションは、ビデオ 1 トラック
しか追加できない。園 6 は、ビデオ lA とビ
デオ lB にオーバーラップするように 2 つの
クリップを配置し、 トランジショントラック
にトランジションを追加するようすを表示
している。 Premiere には「ワイプJ 、「ズー
ム J 、 fディゾルブj や「スライドj などあら
かじめ 7 5 種類のトランジション効果が用
意されている。

































編集したビデオは、 VHS テープ、 DV テープや DVD ディスク等に
出力し、ビデオをビデオデッキで再生してテレビで鑑賞したり、 DVD
ディスクやビデオカセットなどで人に渡すことができる。
まず VHS テープへの録画は、 PC から IEEE1394 インターフェイ
スを通して出力される映像はデジタルデータであるため、デ;ジタルか
図 8 オーディオミキサーらアナログに変換しなければならない。このため IEEE1394 インター






















園 1 0 ムービ一書き出しの設定
されている MovieWriter を使用した。このソフトウェアは、難しい作業は省きながら簡単に DVD
ディスクを作成することができる。今回はすでにキャプチャ済みの映像データを DVD-Video のク
リップとして利用するため、 MovieWriter の「メディアクリップを追加」画面(図 1 1) で、「ビデ
オを追加」ボタンをクリックする。表示される「ビデオファイルを開く」画面で「開く」ボタンを































平成 1 2 年度の研修でシステム構築した




図 1 1 メディアクリップの追加
図 1 2 オープニングメニューの作成
必要な/使用可能なJトトゲィスりの容量:
必要なlí索用可能なテ句スヲメディアの容録:
230.7 MB 1 1.0 G8 
116.1 M8 1 4.4 G8 
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